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世界最高水準の安全性の追求～たゆまぬExcellenceをめざして～

ヒューマンファクター検討会

ヒューマンパフォーマンスツールは、起こりうるエラーを予測し、感知することで、エラーや事故を防止しやすくするためのものです。
このポスターは、事例を参考に安全啓発資料として編集・作成しました。
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流れの方向は
こっちですよね

オリフィスの向きを
間違えるな！

ヨシ、その向きでOK ! C

同時並列検証 CV 独立検証 IV

このようなケースを防ぐには、別の人による確認・検証を行うことがエラー検知に有効です
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復旧状態、
指示値…ヨシ！

どう使う？

いつ使う？

何のため？

（同時並列検証 CV / 独立検証 IV）（同時並列検証 CV / 独立検証 IV）検証の実施検証の実施
ヒューマンパフォーマンスツール

【CV】同時に同じ場所で、【IV】時間も場所も別々に確認する。
他人任せや他者の確認結果の鵜呑みがないよう注意する。

【CV】リスク重要度が高く、後戻りができない作業のとき
【 I V】安全上重要な機器の状態変更や供用状態への復旧のとき

設備等の正しい構成や状態を確認することで、たとえエラー
を起こしても、その間違いに気づくことができる。

｢識別表示｣など
の抜本対策も
お忘れなく！

＊ CV：Concurrent Verifica�on ，IV：Independent Verifica�on の略

リスク重要度の高い作業を実施する場合は、自らの行為を
過信せず、作業チームによる確認・検証によりエラー
を検知し、トラブルを防止しましょう！
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